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蜂と養蜂の文化誌
制作 :玉川大学ミツバチ科学研究施設

家畜化された昆虫の代表でもあるミツバチ.

そのミツバチが私たちにもたらしてくれる種々

の生産物.それら生産物の健康効果や,食糧増

産にもつながる花粉媒介など,ミツバチを利用

することで,わたしたちの生活は量的にも質

的にも豊かになってきました.でもそれだけで

はありません.｢ハチミツの歴史は人類の歴史｣

といわれるように,長いつきあいの中から,飼

育の技術だけでなく,ハンティングの形式や飼

育の用具,儀式のたぐいまで.多くの伝承や伝

統文化 技能を生み出してきました.それは長

年のミツバチと養蜂家との知恵比べが結晶した

ものといえます.

一方,新しい工学技術においても,不可欠な

素材としての蜂ろうはもとより,養蜂産業自体

を組み入れることで,コスト面での問題にめど

をつけつつあるバイオディーゼル燃料の実用化

Ap/bfTorea _ク口コミツノTチ

など,ミツバチの存在が私たちの生活をより便

利に,かつ健康的で快適なものにするのに役立

っています.

また,途上国の地域開発においては,養蜂振

興によって,地域を見直し,持続可能な発展を

目指す取り組みが盛んに行われています.人間

と同じように高度な社会を持つ生き物ながら,

ミツバチは大きく自然環境に依存し,その資源

に頼った生活をしています.ミツバチを利用す

ることは,実は,この地球の環境を守っていく

ことに他なりません.養蜂業は,その意味でも,

わたしたち自身を取り巻く環境の変化を見守る

使命を帯びた重要な産業になっています.

この展示を通じて,ミツバチと私たちの関係

を多角的な視点で見ていただき,ミツバチと養

蜂についてより深い理解をしていただければと

思います.
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アジアの三ツバチ:セイヨウミツバチを除くミツバチ8種はすべてアジアを原産地としている.いうな

ればアジアはミツバチの故郷でもある.19-20世紀を通じて家畜としてのセイヨウミツバチを使う

近代養蜂がアジア各地に普及してきたが,それぞれの地域で,土着のミツバチを見直し,これを利用す

る養蜂が評価を得てきている
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三ツバチ利用の歴史 :ハンティングに始まるミツバチ利用は,野生の巣の所有権の宣言などを通 じて,

やがて古代エジプトでは巣箱を用いる飼育に至った.この時期をミツバチの家畜化年代とする.家畜化

のプロセスは他の動物によく似ていると考えられる.

養蜂振興による地域開発

ハチミツ･蜂 ろう

豆 ･種子 ･果 実

花 粉 媒 介

農 地 (畑 ･果樹 園)

養蜂振興では.ミツパテの視線で考える.自分に必要なものではなく,ミツパテ
に必要なものを考えることによって.人の視線では見落としがちな森林の大切

さが見えてくる.森林は野生のミツパテの生息環境で.飼育のためのミツパテ

の供給源となる.森林内の植物の花は重要な花蜜･花粉源に,木材は巣箱の
材料になる ミツパテを養う環境が整う森林には.燃料薪や飼い葉,飲料水,

潅親水など.村での生活の必要最低限の資材の供給力がある.

無理な耕地化で荒れた丘陵地.森がなくなり水がないので,乾崇拝こは何も育たない.
森の再生は急務ながら,人間同士の利害が絡んで美臥ノい(ネパール･リミタナ村)_

養蜂振興による地域開発 :人が破壊 し,また取 り戻 したいと思う森の再生を,誰かのためではなく,ミ

ツバチのためにと考えると,客観的な見方ができて,住民同士の対立も起こりにくい.ただアイデアを
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アピセラピー H｡叫.n州..,.q

アビセラピー(Apitherapy)-ミツパテ(Api)+セラピー(Therapy) ハチミツと代替医療
ハチミツ,ローヤルゼリー.プロポリス.蜂毒などを利用する治療は古来,続けられ 一J

:∴ ∴ ∴ ∴ 二 ∴ -~ 一二 ∴ ニーI--T 基表 表 直られている

ハチミツ

高糖度による高浸遺圧,高酸度,過酸化水素の酵素的生成による抗菌作用が

ある.果糖による保湿性もあって,創傷(外傷,やけど,皮膚潰痔)治療ではすで
に医薬品として製品化されたものもある

ローヤ)i,ゼリー

滋董弓毛壮薬として利用される 抗菌タンパク質や抗菌ペプチドを含む.肝細胞
増殖機能,抗疲労性,血流改善などの効果も含有タンパク質が持つ性質である
日本が世界最大の消費国である

プロポリス

フラボノイドやテルペノイド,フェノール酸類などを主成分とし,抗菌性,抗酸化
性一抗腫癌性,抗炎症性など.多くの機能を有する 多様な製品があり,日本が
世界最大の消費国である.

蜂毒

ミツパテの毒には神経毒や免疫関連物質が含まれ.リューマチや関節炎に著

効がある.日本では.ミツパテの針(毒針)を利用した鍼治療(蜂針療法)が盛ん
に行われる

アピセラピー :途上国では医薬品の購入はままならないし.地域の人口当たりの医者の数も少ない.住

民が飼育するミツバチは,そうした状況ではよい医薬品の供給源ともなる.またミツバチの生産物を食

することで,自然へのつながりを意識するなど,｢癒 し｣の効果も期待できる

バイオディーゼルへの貢献 :どうしても生産コス トが高いバイオディーゼルを副産物の収益を還元する

ことで低減できると期待されている.ミツバチによる花粉交配で種子の結実率や最終的な採油iTiiの増人
も見込めるため.ミツバチの利用は欠かせない
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ミツバチと人間活動の関わり:家畜や実版動物としてだけではなく,私たちは実に多様な側面でミツバ

チと関わりを持っている.ミツバチが与えるものは人頬の利益になるばかりではなく,環境的側面など

より大きく ｢地球｣というスケールで,ミツバチ自身の存続にも還元されるものもある

ポスターおよび書籍の展示.空き時間が少なかった

にもかかわらず,熱心に展示物に見入る参加者

BiosphiainHoneybeesandBeekeeplngReportof7th

MeetlngFor亡heSocletyOFBIOSPhiaStudleS.inShh

zuoka,Japan,Octl4.2004HoneybeeSclenCe(2005)

26(2)45-80.

ThemeetingwasheldfortheSocietyorBiosphia

Studiesasitsactivitytourgelocalcommunication

withaspecincthemeNearly100peopleincluding

HisImperialHighnessPrinceAkishinoparticipated

lnthemeetlngtOexchangethelrknowledgeonhon-

eybeesandbeekeeping

lnthemeetingtherewere4presentatlOnSOn

honeybeesandbeekeepingaccordingtothespecific

別edofeachspeaker-1)Domesticatedinsects(KenJI

Umeya),2)Honeybeesandtheirproductsareben-

eficialtohuman(MitsuoMatsuka).3)Honeybee-

humanrelatlOnShlplnthetraditlOnalbeekeeplng

mJapan(OsamuSaji)and.4)Beekeepinginrural

deve)opmentandH.M.theQueenSirikitProjectin

Thailand(SiriwatWongsiri),Therewerealsosome

posterpresentationsfbrdescribinghoneybee-human

relatlOnShlPinthevariousdimenslOnSFromthehis-

toryoFdomesticationtotheuseorhoneybeeinthe

recentblO-dieselproductionThisreportcovers4

presentationsandsomeposters


